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ベーツ資料の翻訳　　
―『関西学院六十年史』と『関西学院七十年史』―
　
　
池田
　
裕子
Ⅰ．はじめに　
Ｃ・Ｊ・Ｌ・
 ベーツ（
C
ornelius John L
ighthall B
ates, 1877-1963 ）は、カナダ・メソヂスト教
会宣教師として一九〇二年に来日した。同教会が関西学院（アメリカ南メソヂスト監督教会により一八八九年に創立）の経営 参画した時、最初の宣教師の一人として一九一〇年に赴任し、二年後に開設された高等学部（文科・商科）の初代部長を務めた。 九一七年に関西学院を離れたが、一九二〇年、第四代院長に選出されて戻り、二〇年間院長を務めた。上ケ原移転、大学（予科・法文学部・商経学部）開設の大事業は、ベーツ院長の下で行われ 一 四〇 末にベーツが神戸港からカナダに帰国した時、埠頭は教職員、学生・生徒、卒業生で溢れた 伝えられる。　
これまで、 当『関西学院史紀要』のほか、 『学院史編纂室便り』や広報誌『
K
. G
. T
O
D
A
Y
』等で、
私は幾度かベーツのことを紹介してき 。例えば、広報誌に連載中の「学院探訪」では、四三編
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中一八編がベーツに関わる内容である。執筆にあたり、ベーツが書いた様々な英文資料を参照した。ベーツはまとまった著作を残さなかったが、毎年の「院長報告」 （
P
resident's R
eport ）のほ
かにも興味深い資料（書簡、日記、原稿等）が見つかってお そのごく一部は日本語に翻訳された形で公開されている 『母校通信』 、 『神学研究』等） 。しかし、もっとも基 的と考えられる次の三点は翻訳されて ない。　
１．
R
obert B
ates, N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, private edition, [O
ctober 1988,] 47 pages.
　
２．
C
. J. L
. B
ates, ''R
em
iniscences of K
w
ansei G
akuin F
orty Y
ears A
go and Since,'' 『関西学院
六十年史』 、一九四九年一〇月二九日、三～九頁。手書き原稿あり。
　
３．
C
. J. L
. B
ates, ''T
he Sixty Y
ears in the M
inistry,'' 『関西学院七十年史』 、一九五九年一〇月
三〇日、五五八～五七六頁。タイプ原稿あり。
　
一点目の
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land
は、ベーツの三男ロバートによる編集であるが、その大部
分は父親が彼に語った驚くほど詳細な記憶の口述筆記である。カナダに移住したベーツ家の人びとのことが紹介されていて、ベーツ自身とその背景を知る上で欠かせない。　
あとの二点は、関西学院の年史のためにベーツが書いた回想録である。 『六十年史』には
一九一〇年以降の関西学院での想い出が綴られている。 『七十年史』には牧師・宣教師として過ごした 八九七年以降六〇年間 忘れられない出来事が されているだけ なく、執筆時（一九五七年一二月）の世界情勢や子ども時代を過ごしたオンタリオ州ロリニャル村での経験、
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来日の経緯にも触れられている。　
今回、日本語に翻訳したのは後者二点である。関西学院から原稿の依頼を受けた時、ベーツの
脳裏にはそれまでに出会った多くのカナダ人、アメリカ人、日本人の顔が浮かんだことだろう。しかし、日本の学校の年史に掲載されるのだから、読者としては日本人を想定したものと思われる。 たがって、私たちに読みやすい英語で書かれている。ベーツの文体には読む者を惹きつける独特の力がある。安易な日本語訳 より、その魅力、力強さと温かみが失われてしまっては台無しだ。ベーツの心のひだが伝わらない。それを避け ため こなれた和文にするよりも、多少ゴツゴツしていても、オリジナル 文体が持つ勢いが過度に損なわれることのないよう、私なりに努めた。Ⅱ． 「過去四〇年間の関西学院回想録」
（ 『関西学院六十年史』 、一九四九年）
　
私が関西学院のことを知ったのは一九〇八年でした。その夏、私たちは軽井沢にいました マ
シュース夫妻
もおられました。ある時、マシュース氏が訪ねて来ました。私たちは、関西学院の
経営にカナダ・メソヂスト教会が参画する可能性について話し合いました 当時、カナダ側は青山学院神学校と協力して中学を再開することを考えていた
ので、この話はそれ以上進みませんで
した。　
しかし、一九〇八年、カナダの伝道局は南メソヂスト監督教会からの招聘に応え 同教会、日
本メソヂスト教会と協力し、神戸の東郊にあった関西学院の経営に参画することを決めました。
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カナダのメソヂスト教会と伝道局の最初の代表として、私は任命を受けました。　
このような仕事を始める機会を与えられたのは名誉なことであり、大変幸運だったと、私は
今も嬉しく思います。妻と私が、二人の子どもレヴァー ルル
を連れ、関西学院に到着したのは
一九一〇年九月でした。私たちはヘーデン博士夫妻
の歓迎を受け、キャンパスの北西の角にあっ
た家に移るまで、世話になりました。当時、宣教師館が三棟、日本人教師館が四棟ありました。日本人教師館には院長だった吉岡博士
、松本教授
、曽木教授
、吉崎教授
とそれぞれの家族が住ん
でいまし 。ヘーデン博士夫妻 家は、キャンパスの北側に位置する宣教師館の真ん中でした。ニュートン一家
とマシュース一家は休暇帰国中だったため、残り二棟は空いていました。Ｄ・Ｒ・
 
マッケンジー博士夫妻
が東側の家に越して来ました。彼らは関西学院に一年しかおらず、東京に
移りました。こうし 方々の名を私は尊敬の念をもって想い出します。今日、ご健在の方はほとんどおられなくなって まいました。　
その頃の関西学院は、後年の姿とはまったく異なっていました。神戸の東の端に位置し、ひ
なびた田舎でした。市電に乗るには一五分程歩かねばなり せんでした
。校舎は四棟ありまし
た。一八八九年の創立時に建てられた小さな古い木造校舎二棟は近年寮として使われてきました
。
普通学部と神学校
と図書館は南側の大きな三階建ての木造建築
の中にあって、美しい煉瓦造りの
チャペル
が西門
の近くにありました。
　
東側は美しい松林が村を囲んでいましたが、残念なことに、数年後バッタの異常発生により壊
滅的被害を受けました。当時、吉岡博士が院長、ヘーデン博士はニュートン博士の後任 して神学校長になったばかりでした。ヘーガー
が普通学部長を務めていました。彼は神戸に住んで
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いたので、 毎日人力車で通っていました。マシュース教授が図書館長で、 長谷氏
が財務部長でした。
本館三階にあった図書館からの美しい眺めを私はいつも想い出します。田畑と港をはるかに見渡すことができました。北は摩耶山に向か 、山々が連なり本当に美 かった。
O
ld K
w
ansei は世
界でもっ も美しい学校の一つでした。
　
　
その後の発展は急速でした。私が関西学院に赴任したのは、 神学校で教えるためでした。ニュー
トン博士の組織神学の授業を引き継ぎました。最初の学生の中に、現在広島女学院
の院長を務め
ている松本卓夫博士
と戦前の関西学院神学部長で、現在広島女学院の松下学部長
がいました。最
初のクラスにそのような優れたキリスト教の信仰を持つ学生がいたこと 私にとって大きな喜びでした。彼らは日本の知的、霊的指導者になりました。初期の学生の名は大勢記憶に残っています。多過ぎて、ここに言及 ることができません。　
翌年、私は高等学部（文科・商科）の部長に任命されました。その年、マシュース教授と私は、
吉岡博士や他の人びとの助けを借り、高等 部の組織や課程のプランを練りました。神学校の新しい校舎が建てられた年でもありました
。本多監督
と江原素六閣下
は文部省への高等学部認可申
請の手続きを助け くださいました。当時 文部次官福原氏
は、麻布中学
で江原氏の教え子でし
た。そ ことで大いに助けられました。　
高等学部は一九一二年四月に、学生数商科約四〇名、文科四名で開設
。四年後に商
科を卒業した一二名の中に、小寺敬一教授や白石英一郎氏や石 徳 氏がいました
。原野駿雄教
授は文科の最初の学生の一人でした
。私たちがここまでやって来ることができたのは、故村上教
授
を始め、最初期の高等学部教師陣のおかげです。村上教授の熱意と威厳 文科の鑑でした。務
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めに対する彼の深い関心と献身を忘れることはできません。木村教授
、佐藤教授
、岸波教授
、曽
木教授、松本教授、石田教授
やその他の方々は、高等学部の教育の基礎をつくるのを助けてくれ
ました。学部長を務めた故アームストロング博士
と故ウッズウォース博士
が加わり、スタッフは
大いに強化されました。　
病気により吉岡博士が院長を退き、 ニュートン博士があとを継ぎました。 神学校長だったニュー
トンのあとはヘーデン博士が継ぎました。こうした間に学校は大きくなりました。キャンパスは東に数千坪広がり、最終的 二五エーカー（三万坪）になりました
。教室や教師住宅や学生寮の
ために新しい建物 建設されました。土地 東半分に、立派 運動場を持った普通学部校舎が美しい姿を見せ
、本館が高等学部専用校舎になりました。大隈侯爵
の訪問を受けた時、西川玉之助
氏
が中学部長、吉岡博士が院長、ニュートン博士が神学部長、私が高等学部長でした。この訪問
は、関西学院普通学部の初期の学生の一人で、のちに長く理事を務め、常 忠実な友であった永井柳太郎閣下
のご尽力によるものでした。
　
大隈侯爵には、当時、もっとも大きかった普通学部講堂で教師と学生にご講演いただきました。
この他にも著名な方々、かつて関西学院で学び 国内で雄弁家として知られる永井氏や久留島氏
 
に話をしていただきました。私の記憶に鮮やかに残る初期の出来事の一つに、音楽の勉強のため数年間滞在 たドイツから帰国し 山田耕筰氏
の来訪があります。彼もまた、関西学院の初期の
学生でした。優れ 才能を持つ努力家で、世界的名声を得ていました。　
高等学部の組織と学修課程において、私たちの大きな目的の一つは、 生の間に自治 自己
責任の精神を植え付けることでした。その観点から、学生会を組織し、その役員は学生により学
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生の中から選ばれました。関西学院における私の人生を振り返った時、自治による学生会は大いに成功し、高等学部運営の大きな助けになったと思います
。関西学院の歓びとなり、誇りとなっ
た学生団体はグリークラブとそれに類似した音楽団体でした
。高等学部のモットー
''M
astery for 
Service'' とウォッチワード
''C
haracter and E
fficiency'' は、私たちを理想の姿に導いてくれまし
た
。
　
一九一七年、私は残りの人生を東京の中央会堂
で送るため、関西学院を離れました。しかし、
一九二〇年、光栄にも理事会は私を吉岡博士とニュートン博士の後任院長に選んでくれました。この機会を利用し、関西学院のために尽くして来ら たこのお二人の献身とご厚意 、心から神に感謝したいと思います。両院長 想い出は、お二人が生涯のほとんど 時を過 された関西学院と共にあります。学院をキリストと真理と正義と神に続く道 導くため、大きな働きをされました。　
次の九年で関西学院の各部はますます成長しました。神学部 ヘーデン博士、文学部のウッズ
ウォース博士、高等商業学部の神崎氏
、中学部の田中氏
が、かつてないほど大きく発展させまし
た。新校舎が建ち 関西学院は神戸とその近郊の人びとを魅了する文化活動の中心になりまし 。新しい講堂は、辺りで一番大きなホールで、演奏会や大きな集会を開 の 最適でした。救世軍のブース将軍の集会
や偉大な音楽家ゴドフスキーやカワロフの演奏会
に出席する機会に恵まれま
した。
　
　
神戸市郊外にあった
O
ld K
w
ansei での生活は、かけがえのない想い出です。キャンパスに住
む日本人、アメリカ人、カナダ人の関係は友好的で本当に幸せでし 。ジョーンズ、クラッグ、
34
アウターブリッヂ、ホワイティング、アグバン、ウッズウォース、マシュース、ミックル、ヒルバーン、そしてベーツの家族はキャ パスの中で一緒に育ちました
。一時期、宣教師の子どもは
二二名いたのです。彼らは今や大人になり、牧師や医者や教師やそのほかの分野で重要な地位についています。　
一九二九年、関西学院は古い場所から西宮の新しく広い場所に移り、大きく変わりました。愛
着ある旧キャンパスを離れることは本当に残念でしたが 移転によりもっと大きなことができるようになりました。移転 計画 、旧キャンパスを売却して新キャンパスを購入することを進めてくださった菊池氏
、アウターブリッヂ氏
、ウッズウォース氏、河鰭氏
、さらに阪急電鉄の小林
社長
、現院長で当時高等商業学部長だった神崎氏に、関西学院は永遠に尽きぬご恩があります。
　
西宮移転のおかげで、大学の設立と竹中工務店
による美しい校舎の建築が可能になりました。
移転後の一〇年は、あらゆる面で成長の日々でした 戦争が起こり、長年にわたって築いてきた実り多い関係が終止符を打つまでは。そのあとのことを皆さんにお話ししま ょう。過去を振り返って私はこう思いました。 「なんて素晴らし 日々だったのだろう！」 。一九一〇年に私が関西学院に来た時、学生は三百人でした。一九四〇年大晦日に去った時、三千人以上の学生 いました。私の名が記された卒業証書を持つ卒業生が六千人以上います。これ の若者…今はそんなに若くないかもしれませんが…のこと 考えると、私は胸がいっぱいになります。彼らの 神の祝福がありますように。イエス・キリストの霊が彼らをお導きくださ ま ように　
一九四〇年一二月三〇日午後七時に神戸を出港した時の記憶は大変鮮やかです
。船が暗闇に進
む中、数百人の教師と学生が埠頭に立ち「ベーツ先生、さようなら またいらっ ゃい」
と叫ん
35
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でいました。どんなに戻りたかったことか。それは、これまでのところ叶いませんでした。そして、永遠に叶うことは いでしょう。しかし、想い出の扉は開いています。たくさんの愛おしい出来事が出たり入ったりします。日本と関西学院が迎えた新しき日の夜明けをお慶び申し上げます。すべ の教師、学生、卒業生とそのご家族の上に神の豊かな恵みがありますように。　　　　　　　　　　　　　　　
 C
. J. L
. B
ates, ''R
em
iniscences of K
w
ansei G
akuin F
orty Y
ears A
go and Since.''
Ⅲ． 「献身六〇年」
（ 『関西学院七十年史』 、一九五九年）
聖書日課：マタイによる福音書六章二五
―
三四節
聖
　　
句：イザヤ書二六章三
―
四節
　　　　　
堅固な思いを、あなたは平和に守られる
　　
あなたに信頼するゆえに、平和に。
　　
どこまでも主に信頼せよ、主こそはとこしえの岩
。
　　　
この言葉は長年にわたり、私に安らぎを与え、励ましてくれました。眠れない時、心が弱って、
くじけそうな時、手術室に連れて行く看護婦を待っている時 不安と恐怖を鎮めてくれました。ベッドサイドから愛しい人を見つめる時、痛みや死別の不安や悲しみを和らげ い時、このメッセージの言葉は常に支えとなりました。 「堅固な思いを、あなたは平和に守られる。あなたに信頼するゆえに、平和に。どこまでも主に信頼せよ 主こそはとこしえの岩」
。
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この一年
は私にとって困難な年でしたが、それを埋め合わせる輝かしい出来事がありました。
友と愛する人びとのご厚意とご協力、医師と看護婦の技術と誠意、健康を回復できるかどうかわからぬ不安、八〇年間 想い出、特にキリスト教の信仰を持った両親や故郷、そして学校生活の想い出、さらに 教会の牧師・宣教師として奉仕できた名誉、常に神と共に生きて来たという意識―これらすべては 病と苦しみのさなかも私の生を豊かにし、この一年を素晴らしいものにしてくれました。　
五月一二日、献身六〇年を祝うため、私はオタワに行くことになっていました。しかし、病気
で行けなくなり
。それでも、この六〇年間の想い出はただのひとつも消えることはありま
せん。 「この六〇年」 。それは、なんと素晴らし 時だったのでしょう。馬と馬車の時代から飛行機と宇宙船の時代まで。 の間の科学と技術の進歩は、人類誕生以来それまで 進歩以上 ものでした。五五年前、妻と私は二週 かけ 太平洋を渡りま た。今や、鷲のような翼に乗ってしまえば、一日もかかりません。　
素晴らしい年月でしたが、人類にとって恐ろしい年もありました。科学的な知は進歩しました
が、 仲間といかに平和に生きるか いう とを人類 学んで来なかったからです。知 （
know
ledge ）
は力ですが、智（
w
isdom
）のみが自由なのです。人類が良い意志を実行することを通してのみ、
永遠の平和が実現するのです。　
短い休戦期間はありましたが、世界はほとんど常に戦争状態でした。過去六〇年間にカナダは
三つの戦争に加わりました。数週間前の戦没者追悼記念日
に、戦争で命を落とした一〇万の尊い
犠牲者を女王と共に追悼しました。この恐ろしい年月の間に、カナダは植民地から独立国家と
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なって
、世界の出来事に影響力を持つようになりました。大英帝国から共和国へと平和に姿を変
えたのです。世界中で、アジアやアフリカの有色人種と呼ばれる人びとによるナショナリズムの高揚と帝国主義、植民地主義の否定がより顕著に見られます。フランスとイギリスが大陸に所有していた植民地から徴兵した兵士は両世界大戦に参加したことにより、ヨーロッパやアメリカの人びとが望ましい暮らしをしていることを知り、西洋の国々の豊かな生活を自分たちも享受したいと考えるようになりました。こうして、アジアのフィリピン、東インド諸島 インドシナ、中国、マレーシア、ビルマ、インド、パキスタン、セイロン、アフリカ ガーナが解放され、独立しました。この動きはさらに続い います。　
破壊と再建が激しく続く年月の間、多くの国々における政治体制の変化は世界の人びとに希望
と恐怖をもたらしました。抑圧 れ 人びとには希望を それまで世界の富と特権を有していた人び の心には恐怖を与えま た。特権階級と君主制はほとんど破壊され、 「人民民主主義」の名のもとにおかしな独裁者が現われまし 。世界は、共産主義と自由主義と中立国に三分されました。紛争は今なお続き、問題は解決してい せん。　
このような時代を生き、国と教会と世界の発展に参画するのは大変なことです。私の幼き日の
故郷はオタワ川南岸のロリニャル村
でした。オタワから六〇マイルの所にあり、オタワとモント
リオールのちょうど中間でした。当時 東オンタリオ辺りは、フラ ス語を話す人口が増加していました。少年時代、ロリニャル 大きなカト ック教会が一つ 小さなプロテスタント教会が三つありました
。日曜の朝は長老教会、午後は聖公会、夕方はメソヂスト教会に通うのが当
時の私たちの習慣で 。三つ 異なる教会を、祈りの家、礼拝の家、讃美の家と私は考え い
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ました。礼拝上の様々な要素が三つの教会のすべてにありながら、識別できる程度の違いが見られました。この三つ 教会を知ったことは、私 生涯の仕事に対する何よりの準備となりました。地域社会を構成する様々な要素は、私 ちの関係に幸福をもたらしました。私たちは皆違っていました。それぞれが、自分たちの文化と言葉と教会が一番だと思ってい しかし、寛容と良い意志と互いを敬う心が問題を友好的に解決してくれました。私たちが小さなメソヂスト教会を建てた時、すべての人から カトリックの司祭からさえも援助してもらいました。教会の女性が寄付を求めベルベ神父
を訪ねた時、神父はこう言いました。 「プロテスタントの教会を建てる
のに私は何も差し上げることはできませんが、敷地内の古い建物を壊せば何か差し上げられ でしょう」 。そし 、心からの笑顔と共に四ドル 差し出したのです。　
一八九四年、私はモントリオールのマギル大学に入学しました
。それまでの概念が覆される新
しい時代でした。進化論が新世界に到達し、マギル大学学長を辞め ばかり 尊敬すべきウィリアム・ダウソン卿
はこの概念を恐れ、拒絶しました。彼は偉大な科学者であり、地質学者で、敬
虔なキリスト教徒 当時のもうひとつ 新たな概念は聖書批評学で、スコットランド 大学では既に認められていましたが、カナダではまだ理解されていませんで た
。キングストンに
あるクィーンズ大学は、カナダでこの概念を受け入れた最初の大学でした。多くの信心深 人びとはキリスト教の信仰が傷つけられることを恐れまし 。 か 、当時新しかったこ は今では当たり前のことです。教会はより強くなり、聖書はそれまで以上に広い世界に広ま ています。なぜなら、新たな未消化の科 的概念の影響を中和する別の動きが起こる す。その中 有名なのは、ムーディとサンキーの福音伝道
やジョン・Ｒ・モット
、ロバート・Ｅ・スピア
、そし
39
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て我がＦ・Ｃ・スティーブンソン
による学生ボランティアと平信徒伝道運動です。こうした運動
は教会の目を世界に向け、主の声を世界中に広め、福音を説く大きな力になりました。　
一八九七年五月、私はオタワ地区の志願牧師―当時私たちは「見習い」と呼んでいました―と
して認められ、ブラインドリバーに派遣されました。モントリオール年会の西端 位置し、もっとも開発の遅れた担当区域でした。今と同じく当時も大量のウランがあったのですが、だれもそのことを知りませんでした
。その頃のブラインドリバーは人口二五〇人の材木伐採の中心地で、
イギリス人、フランス人、先住民とその混血が住んでいました。教会の建物がなかったので ほんの一部屋だけの小さな学校を使い、毎日曜の夕方、四〇人程が集まりました。しかしながら、ブラインドリバーは私の始まりの地です。教会 出発点と考えられる場所で過ごした年には、興味深い想い出がたくさんあります。そんな想い出のひとつが私にとって初めての葬式です。イギリスから移住した農民 年若い妻 葬式でした。彼女はお産で亡くなりました。新しい丸太で作られた簡素な松の棺が一頭立て 荷馬車で小さな墓地まで運ばれました。墓地には先住民 墓いくつかありました。夕暮れ時で、日が沈み、隣の敷地からカウベルによる弔 の音が聞こえてきました。六〇年経っ 今も、その情景が色褪せることはあり せん 哀愁により美しく和らげられただけです。　
翌年、私はキングストン近郊のポーツマスに派遣されました。そこで 三年間メソヂスト教会
の学生牧師を務めました 教会はロックウッド精神病院 近くにあり、キングストン刑務所からもそう遠くありませんで 。病院と刑務所の職員、 らに病院の患者がほんの数名教会 参加していました。 る日曜、受刑者からホリー・ジョーと呼ばれているカートライト宗教主事
の
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招きを受け、刑務所で説教しました。受刑者の一人が壁に描いた等身大の宗教画により美しく装飾されたチャペルには、腕を拘束され 受刑者が約三百人いました。チャペルの一面 開かれた大きな窓があり、その窓から説教者は三〇人程の女性受刑者を見ることができました。六〇年前、女性は男性のわずか十分 一しか悪いことをしなかったようです。その割合は、その後もっと増えたので ないでしょうか。　
この二つの更生と癒しの施設に関わったことで、精神的な病と犯罪の問題がよくわかるように
なりました。それは、他のいかなる方法でも知りえないことでした。しかし、ポーツマスで過ごした三年間で受けた最大の恩恵は、クィーンズ大学で学ぶ機会が与えられたことです
。グラント
学長は一流の研究者に良い刺激を与える指導者で た
。そんな中に哲学のジョン・ワトソン教授
がおられ、当時、観念論 第一人者とみなされていま
。その指導の下で学べたことはまれに
みる幸運でした。ギリシャ哲学、ドイツ哲学、イギリス哲学の原典研究 通して、知の信頼性と宗教的信仰心を確信する根拠を注意深く探る土台 築きました。ワトソン博士の主張「神への合理的信仰心こそ道徳の基本である」を忘 たことはありません。このことを今日、私たちは再び学ぶ必要があります。活力に満ちた宗教は き生 中に 真 危険 ない道徳が生き 聖なる神を信仰する動機となるに違いあ せん　
一九〇一年夏、私はモントリオールのドーチェスター通りメソヂスト教会
に派遣されました。
同年一一月、オタワのドミニオン教会 Ｓ・Ｐ・
 ローズ博士
から按手を受け、正式な牧師にな
りました。その時の礼拝は、私の想い出の中のハイライトの一つです。ローズ博士は、もっとも素晴ら いキリスト者であり 研究者でした。彼は 「コリント信徒へ 手紙一」一三章をも
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とに説教し、 「 『愛』を『牧師』に替えましょう」と言って、こう続けました。 「牧師は忍耐強い。牧師は情け深い。ねたまない。牧師は自慢せず、高ぶらない」 。これは新米牧師の私にとって良い教訓でした。私たち牧師にとって、個人的野望や満足をわきに置く とがどんなに重要であることか。　　　
栄えの主イェスの
　
十字架をあおげば、
　　
世の富、ほまれは
　
塵にぞひとしき
。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
その年、私はカナダの諸都市のより貧しい地域の生活状況を学ぶ機会に恵まれました。そのよ
うな貧困と飢えがカナダに存在することを私は知りませんでした。宣教師として日本に行く前のささやかな勉強になりました。私たちの時代の偉大なるイギリスの歴史家アーノルド・トインビー
は著書『一歴史家の宗教観』の中で、私たちの宗教的、道徳的生活の方向と質を決定づける
挑戦とその応戦に特徴づけられた歴史の宗教的見解について語ってい す。一九〇二年は私にとって最大の挑戦の年でした。その挑戦は、これま 私 人生に応戦を求めてきました。その年の一月、私が学んでいたモントリオールのウェスレアン神学校
をＦ・Ｃ・スティーブンソン博士
が訪問されました。博士はその時、若者を伝道活動に誘う活動をされ まし 。ある日 博士は私にこうおっしゃいました。 「ベーツ君、来月トロントで行われる学生ボランティア大会に行きませんか」 。私は「 いえ」と答えま 「どうして行 ないのですか」 。博士はお尋ね なりました。 「時間もお金もな からです」 。すると、博士 う言われました。 「時間に関し は
42
そこに行くこと以上に有効な使い途はありません。お金に関しては、これを使いなさい」 。そしてポケットに手を入れ、一〇ドルを差し出されたのです。 「これを費用に当てなさ 。そして、私の家に来なさい」 。　
それは最初の挑戦でした。次は、その大会でジョン・Ｒ・モットが中国からの電報を読み上げ
た時でした。 「北中国は呼んでいる。ギャップを埋めよ」 。それは、二五〇人の宣教師と二五〇人の中国人信徒が殺された義和団事件
を指していました。その時、若き預言者イザヤが神殿で聞い
た言葉 「誰を遣わすべきか。誰が我々に代わって行くだろうか」
を使って、 モットはマッセイ・ホー
ル
の大観衆に挑戦したのです。三百人の男女がイザヤの献身の精神に応えました。 「わたしがこ
こにおります。わたしを遣わしてくだ
。その時、初めて私の耳に讃美歌が聞こえました。
　　　
正義の主イェスに
　
従いゆき、
　　
血に染む御旗に
　
続くは誰。
　　
苦き杯も
　
まよわず受け、
　　
十字架を担いて
　
従う者
。
　　　　　　　　　
それは、わくわくする挑戦でした。　
数週間後、私は中国への任命を受けましたが、それはすぐに日本に変更されました
。さらに挑
戦は続きました。数日後、妻になることに同意してくれていた若い女性
に、私の決意を書き送り
ました。彼女の返事は、 「あなたと一緒に参ります。それだけが 望みです」 。
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一九〇二年八月六日、オンタリオ州モリスバーグで私たちは結婚しました。その地のメソヂス
ト教会で、彼女の父親は牧師をしていました
。数週間後、私たちは日本をめざし、西に向かいま
した。ちょうどその時開催されていたメソヂスト教会の総会に出席するため、ウィニペグに立ち寄りました。それは、さらなる大きな挑戦の機会でした。教会の合同問題を検討する委員を任命するため、他のプロテスタント教会も総会に招聘すべきだとプレスビティリアン大学〔正しくは、長老教会を代表 て参加したマニ バ大学〕のパトリック学長
が提案したのです。この挑戦は受
け入れられ、二三年後 一九二五年、カナダ合同教会が誕生 ました
。キリスト教会の歴史にお
いて偉大な日でした。なぜなら、その時始まった動きは、解放に向け大きな影響を与えたからです。四百年前の宗教改革以来、もっとも大きな影響の一つで た。これが 成功だったことは、三二年前の合同以来、いかなる地方 もカナダ合同教会から離脱していないこと、そして、教会運営において、 旧教派による分裂が一度も起こら か ことが証明してい す。インド、 中国日本、アフリカ等さまざまな国で同様の合同が行われ 現在そ 他の国でも検討されています
。
　
私たちのような古い人間は、かつての教派、メソヂストや長老派や組合派が持っていた特別
な教義が失われてしまったように感じることがある は事実です。し し、現在享受 ている信仰と人脈の豊かさから見れば、それは大したことではありません 私たちには偉大な教会があり、多くの機会に恵まれ、大きな責任を持ち 大き 資力 るの れらのことは、別の挑戦を生み出し す。私たちは自分た の仕事にふさわしい しょうか？
　
私たちは危
機に直面しています。責任を正確にはかることができな 危険 自己満足や精神的満足に陥る危険です。私たちは、 パウロがコリントの教会に発し 警告を心 留めおかねばなりません。 「いっ
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たいあなたの持っているもので、いただかなかったものがあるでしょうか」
。私たちには借りが
あります。 私たちの前に去った者たちへの借り、 自らの血で私たちをお救いくださった主への借り。　
ウィニペグの総会で、初めて日本人の知り合いができました。それは、私たちの教会の日本年
会初の日本人年会長になったばかりの平岩恒保博士
でした。それまで、その職は宣教師が務めて
いたのです
。私たちは彼から初めて日本語を学びました。
　
ウィニペグからさらにバンクーバーまで西に向かい、ほどなく日本行きの旧エンプレス・オブ・
インディア号に乗船しました 当時 航海は現在といかに違っていたことか。陸 見えなくなると、私たちは何もかもから切り離され、海と船だけになりました。陸と私たちを結ぶ無線通信はなく、世界のニュースも届きません。暗闇を凝視し、危険を知らせるレーダーもありませんでした。船の浮力と乗組員の技術 ほかは、風と波のなすがままでした。大荒れの航海でした。激しい嵐のため、エンジンが止まり、船は広い太平洋の真 だ中を漂いました。航海初心者にとって、不安でいっぱいの経験でし 。楽しい想 出は、祈祷書 威厳に満ち 船長による日曜礼拝です。讃美歌は、船で旅する人のため のが歌われまし 。それ 、イギリス 籍の船の朝の礼拝 通常歌われるもの した。　　　
涯しも知られぬ
　
青海原をも
　　
奇しき御手もて
　
造りし御神よ、
　　
波路ゆく友を
　
安く守りませ。
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船は嵐の影響を受けましたが、予定通りの日数で、日本の沿岸の明かりが見えました。二週間
もの単調な航海のあと目にした心躍る光景でした。　
私たちが来日したのは、一八七三年に私たちの教会の最初の宣教師
が到着した時とはまったく
異なり、大変幸運 時でした。開拓者の仕事は終わっていました。別の人たちが働いていて、私たちはそれに加わりました。日本の教会が設立され、力を持ち、可能な限り自国のキリスト教活動に責任を持っていました。もっとも幸運だったのは、キリスト教徒となった最初の世代の多くが健在だったことです。その中に、私の良き友 賀川豊彦
がいました。彼は世界中のキリス
ト教会で知られ 人物 、二〇世紀 おいて っとも献身的で影響力のあるキリスト教徒でした。彼を知ったことでキリストの霊 強い影響を感じ、いっそう献身と自己犠牲に挑戦しようと思いました。あらゆる階層と聖職者 政界、教育界、ビジネス界に有能なキリスト教徒の指導者がいました。数としては少数でも、そ 影響は絶大でした。彼らを知ったこ で大いに助けられました。その子息、息女が現在、この国のキリスト教の指導者になっています。　
しかし、多くの人びと、特に地方の人びとはキリスト教に触れていませんでした。それは今も
そうです。その結果、日本の教会はアメ カやイギ から来る宣教師を歓迎し した。宣教師は同僚として、キリストの兄弟としてやって来ました。自分たちだけ はあまりに数が少なく何千万人もの国民に福音を説くにはあまりに力が弱かったからです。それは今も同じです。別の意味でも、日本に来たのは楽 い時代で 。ちょうど日英同盟が締結されたばかりで
、イギリ
ス的、アメリカ的なものが好まれ 面で、変化と進歩の時代でし 。一九〇二年に来日した時、 東京に電車はありませんでした。 かし、 翌年 走り始めました
。交通手段は、 「人
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力車」か、自転車か、余裕ある少数の人は馬車でした。自動車はまだ先のことでした。私たちの来日は日露戦争の二年前で、第一次世界大戦のほとんどの期間、日本にいました
。そして、迫り
くる第二次世界大戦 影響により一九四〇年 大晦日に立ち去らざるを得なくなるまで
、日本で
過ごしました。軍事力が増大し、それに伴い国家的野望とプライドが過度に膨らむのを見てきました。大変残念で悲しいことに、人口増加のため、限られた資源のため、そしてその状況 理解する人々の同情を喚起するため、日本の欲求は切迫していきました。日本の政界と軍部 指導者たちの忍耐が足りず、 本の成功が滅亡の始まりになりました。戦争 屈辱的な敗戦のあと、私は日本のあ キリスト教徒に言いました。 「日本が戦争を避けられなかったことが残念でなりせん。戦争しなければ、失ったものをすべて持ち続けることができたでしょうに」 。その日本人はこう答えました。 「しかし、それが一体、何 役に立つというのですか。神は最善をご存じ す。私たちはもっと良い日本をつくるのです」 。　
私たちは最初の七年を東京と日本の中央部に位置する甲府で過ごしました
。いずれの地でも、
仕事の多くを学生の中で行 ました。毎年クリスマスには 五〇 に東京で私の英語バイブル・クラス
の一員だった男性からカードか手紙を受け取ります。その後のクラスの参加者からも、数
多く送られてきます。 した個人的つながりと友情こそ、私たちにとって最高の報酬 す。一九〇九年から一〇年にかけての最初の休暇帰国
のあと、私たちは関西学院のスタッフに加わる
ため、西日本の神戸に行きました。その後 三〇年、ほ んど こで過ごしました。一九一〇年に到着した時、三百人の学生がいました。三〇年後に す 時は、三千人以上になっていました。現在、大学には九千 以上の学生がいて、 でもっとも影響力のある大学のひ つになっ
47
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ています
。そして、一八八九年に南メソヂスト監督教会が基礎を据えたキリスト教主義教育を忠
実に守っています。四五年前以降に私が教えた学生の何人かが重要な仕事の指導者になっているのは、大変嬉し ことです
。七千人以上の青年、関西学院の卒業生の卒業証書に私の名前があり
ます。彼らは時々手紙をくれます。こうして、東洋で師弟間に存在する麗しい敬愛 情が続いているのです。　
日本での最初の二五年間、私たちは健康そのものでした。しかし、一九二七年、私は悪性貧血
になり、妻は私をトロントに連れ帰りました
。多くの人はそれが私の最後の旅になると考えてい
ました。しかし、神 摂理 より、五カ月後、日本に戻ること できました
。不安だった日々の
ことが数多く思い出されます。日本を去る前日、選ばれた二人の女性、日本で最初に知り合った母娘が別れを告げに来ました 二人 私のベッドの横にひざまずきました。母親の小杉さん
が私
の手を取り、快復を何度も祈りました それから立ち上がって、私の目をのぞきこみ、大きな声で言いました。 「治ります 治ります、治る」
。その言葉は実際に快復するまで、海を渡る時も
カナダでもずっと耳に響いていま た。それは今も続いています。数 後、彼女の葬儀に私は厳粛な気持ち 臨みました。娘は、一九四五年に自宅の庭の防空壕で亡くなりました。　
日本でもカナダでも、私たち夫婦は何度か病に見舞われましたが、キリスト教徒の友人たちの
熱心な祈りにいつも支えられました。私たちのための祈りは豊かに報われました。娘と三 息子は日本で生まれ、教派は異なり す 、皆教会 仕事に従事しています
。ロリニャル村での私
の幼少期の経験が子どもたちに繰り返され ように思うことがあ ます。　
二人の日本基督教団総会議長がトロントに住む私たちを訪ねて来ました。一人は旧メソヂスト
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で、もう一人は組合教会でした。私たちは日本の教会を心から信頼し、支援しています。プロテスタント、カトリック、正教会に五六万人以上の信者がいます。三二万人以上がプロテスタント教会に所属し その五〇％以上が日本基督教団です。日本の教会のことを神に感謝します。しかし、日本の人口は現在九千万人を超えています。ですから、福音を伝える仕事は大きく、私たちは新たな協力 挑戦 ています。海外伝道局と婦人伝道協会が呼びかけに応え、日本 五〇人以上の宣教師がいることを嬉しく思います。　
カナダに戻ってからの一七年間、レジャイナで
、オンタリオ州の様々な場所で、ケベック州で、
トロントのベルフェア教会で、そして多く ロイヤルヨークロード教会で
、私たちが思いもしな
かった礼拝と親睦の機会が数多く与えられました。これらの教会の牧師と教会員には、私たちがこの先祈り続けても返せないほど 恩義を感じています。　
主イエス・キリストへの奉仕は、この世でもっともやりがいのある務めです。もしも生まれ変
われるなら、私たちを愛し、私たちにご自身を捧げられた主の証人とし 、私たちをいずれかのミッションにお遣わしくださるよう願う以外、望むことは何もありません。　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　
 　
C
. J. L
. B
ates, ''T
he Sixty Y
ears in the M
inistry.'' 
Ⅳ．おわりに　
私がベーツ資料に着目した背景には二人の先生からいただいた助言がある。一九九八年六月、
人事異動で学院史資料室（学院史編纂室 前身）の配属となった時、学生時代（商学部）の恩
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師中村巳喜人名誉教授
は、刊行されたばかりの『関西学院百年史』に対する感想を私に語られた。
その中にこんな言葉があった。
　
　「関西学院はアメリカ人宣教師が創立し、アメリカ人とカナダ人と日本人が協力して、発展させてきた学校です。関西学院のことを知るには、日本語の資料に当たるだけでなく、宣教師が書いた英文資料を収集し、読み込む必要があります。 『百年史』はその点、不十分 す。資料庫にどんな資料があるのか知りませんが、英文資料があったら、すべて読みなさい。活字やタイプ打ちされたものだけでなく、手書き文書にもし かり目を通しなさい。新しい発見は英文資料の中にいくらでもあります。英文資料は宝の山でしょう。それ あなたが見つけて書くのです。関学に資料がなけ ば、アメリカやカナダに行って集めてくるので まず、ベーツ院長のことから始めなさい。わからない 語があったら、宣教師に尋ねなさい 英語を母語とする教師 必ず英語で質問すること。日本人教師に尋ねてはいけ 。でき いとは言わせ せんよ。それだけのことを私はあなたに教えてきましたからね」 。　敬虔なカトリック信者で、関西学院のご出身でもない中村先生が『百年史』を詳細にお読みに
なっていた 知って驚 たが、私は恩師のお言葉に素直に従った。 を読む上で生じた疑問点は文学部におられたアメリカ人宣教師ジュディス・ニュートン教授
に何度も尋ねた。ニュー
トン先生が退職されてからは、モントリオール在住のアルマン・デメストラルさん
とトロント在
住のカミラ・ブレイクリーさん
に質問し、教えていただいた。私はベーツが書いた英文を繰り返
し読んだが、日本語にしよう は思わ かった 中村先生は「読み さ 」と言われ 、 「訳しなさい」とは一度も言われなかったからである。
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日本語に翻訳するよう私におっしゃったのは神学部の神田健次教授である。神田先生は、キリ
スト教徒でもなく、大学院で勉強したこともない私を神学研究科博士課程後期課程のゼミに受け入れ、一〇年以上ご指導くださった。その先生が定年を迎えられる最後の年に、ベーツ資料をほんの一部だが日本語に訳し 紹介することができた。神田先生に心から感謝しつつ 自分の非力を痛感し、申し訳なく思う。　
繰り返しになるが、一九〇二年に来日したベーツは、一九一〇年から一七年、および一九二〇
年から四〇年までの計二七年間、関西学院で働き、高等学部（文科・商科）開設、大学（予科・法文学部・商経学部）開設、上ケ原移転の大事業を成し遂げ 。スクールモットー
''M
astery for 
Service'' は、高等学部長時代のベーツが高等学部のために提案した言葉だった。その貢献の大き
さと今日にまで及ぶ影響力を顧みると、日本で青少年の教育に生涯を捧げ ベ ツの「挑戦」を、彼自身が記した言葉により見直すことの意義は大きい。そ 「挑戦」を、今を きる私たちが受け止め、 「応戦」することが関西学院 未来につながるだろう。　
私はベーツ資料に「挑戦」した。本稿はそれに対する「応戦」のささやかな一歩である。
　
・本稿執筆にあたり、次の資料を参照 （特別な場合を除き、注には明記していない） 。
　　
『関西学院百年史』通史編Ⅰ、一九九七年五月二〇日。
　　
『関西学院百年史』通史編Ⅱ、一九九八年三月二〇日。
　　
『関西学院事典』増補改訂版、二〇 四年 月二八日。
　　
ジャン・Ｗ・クランメル編『来日メソジスト宣教師事典一八七三
―
一九九三年』 、教文館、一九九六
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年二月二五日。
　
・旧字体は新字体に改めた。
　
・原稿の閲読、助言、批判をしてくださった神田健次神学部教授、井上琢智前学長、辻学広島大学大
　　
学院教授に感謝します。
【注】
（１）
 W
illiam
 K
ennon M
athew
s （
1871-1959 ） 。アメリカ南メソヂスト監督教会宣教師。一九〇二年に来日
し、〇四年から四一年まで関西学院で教え、第二代図書館長を務めた。〇八年にエヴァ・ウィリアムズ（
E
va W
illiam
s ）と結婚。マシュースのことを図書館元職員は次のように記している。 「…日
本語の上手な人で、いつも金メダルをぶら下げていた。大学では特待生だったそうで、遠く祖先をたどるとＧワシントンの名も出てくるほどの名門の出身で私も先生の家系作りを手伝ったことがある」 （入交光三「関西学院生活五〇年」 、 『
K
G
 T
O
D
A
Y
, 関学通信』第三号、一九七〇年六月一一日、
四頁） 。
（２）一八九九（明治三二）年に宗教教育を禁じる文部省訓令第十二号が公布され、カナダ・メソヂスト
教会は麻布尋常中学校の経営から手引いていた。なお 青山学院はアメリカのメソヂスト監督教会が創立した学校である。アメリカのメソヂスト教会は、南北戦争により北部のメソヂスト監督教会と南部の南メソヂスト監督教会に分裂していた。
（３）
 ベーツ夫妻は日本で 人の子どもに恵まれたが、こ 時点で誕生していた は長男レヴァー
（
W
illiam
 L
ever, 1903-1967 ）と長女ルル（
L
ulu D
ell, 1905-1977 ）の二人（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, 
pp. 33-38 ） 。
（４）
 T
hom
as H
enry H
aden (1863-1946 ） 。アメリカ南メソヂスト監督教会宣教師。一八九五年に妻ジェ
ニー（
Jennie, 1852-1917 ）と共に来日。一八九六年から一九四〇年まで関西学院で教え、第二代神
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学部長を務めた。なお、ヘーデンは日記を残しており、エモリー大学（ジョージア州アトランタ）に保管されている。日記によると、ベーツ一家の到着は一九一〇年九月六日で、一〇日朝までヘーデン家の世話になっ ことがわかる。
（５）吉岡美国（一八六二―一九四八） 。一八九二年から一九一六年まで第二代院長を務めた。一九一四
年四月、吉岡は日本メソヂスト教会を代表し 南メソヂスト監督教会の総会に出席するため渡米した。アメリカ訪問後、トロントに行きカナダ・メソヂスト教会伝道局関係者の歓迎を受けた。さらに、吉岡はモントリオールから大西洋を横断し、スコッ ランドに向かった だが、その際、当時オタワにあったベーツの実家を訪ねている。日本にいるベーツは吉岡の訪問を喜び、 「なんて上品で魅力的で信仰心篤い紳士なのでしょう」と母親が手紙に書いて来たとニュートンに知らせている（
L
etter of A
ug. 5, 1914, from
 C
. J. L
. B
ates to J. C
. C
. N
ew
ton, the U
nited M
ethodist C
hurch 
A
rchives ） 。
（６）松本益吉（一八七〇―一九二五） 。一九〇二年から神学部教授。一九二〇年、副院長に就任。在職
中の二五年一二月逝去。その時、院長のベーツがカナダに休暇帰国中（当時、宣教師は七年毎に一年の休暇が与えられていた）だったため 院長代理を務めていた。訃報を聞 た 休暇を切り上げ、翌年二月に帰任した
（７）曽木銀次郎（一八六六―一九五 ） 。カナダ・メソヂスト教会が関西 院の経営に参画した時、神
学校教授に就任。松本益吉急逝後、副院長を務め 。ベーツとは東京の中央会堂で一緒だった時期がある（ 『日本基督教団本郷中央教会七十年 歩み』 、一九六〇年、五七頁）
（８）吉崎彦一（一八七〇―一九二五） 。 〇六年から神学部教授（ 『日本キリスト教歴史大事典』 、
一九八八年、教文館、一四七一頁） 。
（９）
John C
aldw
ell C
alhoun N
ew
ton （
1848-1931 ） 。アメリカ南メソヂスト監督教会宣教師。一八八八年
に妻レティ（
L
ettie E
m
m
a ）と共に、娘ルース（
R
uth E
lisabeth ） 、アニー（
A
nnie G
lace ）を連れ
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来日。創立時の神学部長。ニュートンがアメリカから持ち込んだトランクいっぱいの本が図書館 （書籍館）の始まりだった（
W
. K
. M
atthew
s, ''N
otes on the F
irst F
ifty Y
ears of the K
w
ansei G
akuin 
L
ibrary,'' 『関西学院六十年史』 、 一九四九年、 一〇頁） 。一九一六年から二〇年まで第三代院長を務め、
二三年に帰国した。ニュートンの後任院長選出は難航したが、理事会で当初から一貫してベーツを推していたのはニュートンであった（
M
inutes of the Board of D
irectors of the K
w
ansei G
akuin, F
eb. 6, 
1920, A
pril 21, 1920 ） 。
　
（
10）
D
aniel R
ial M
cK
enzie （
1861-1935 ） 。カナダ・メソヂスト教会宣教師。イビー自給バンドの一員と
して一八八七年に来日し、一八九〇年に正規のメンバーになった。一八八八年にユーフェミア・イザベラ（
E
uphem
ia Isabella, 1863-1932 ）と結婚。息子のアーサー（
A
rthur P
eason M
cK
enzie, 
1889-1960 ）も宣教師となり、一九三二年から関西学院で教えた。第二次世界大戦中、アーサーは
ハーバード大学のアメリカ海軍言語学校でアメリカとカナダの軍人に日本語を教え、 ナダ陸軍中佐となって、バンクーバーの ナダ陸軍言語学校の責任者を務めた 戦後、再び関西学院に戻り、一九五二年まで教え、創立されたばかりの国際基督教大学に移った。
 
（
11）神戸市電の終点は熊内一丁目だった。市電布引線が上筒井まで延長されたのは一九一九年。
（
12）一八八九年に最初の校舎、翌年、第二校舎が建てられた。本館竣工後は、それぞれ南寮、北寮とな
り、やがて前者は神学部、後者は普通学部の寮となった。
（
13）関西学院は一八八九年に神学部と普通学部から始まった。普通学部は兵庫県の認可を受けていたが、
神学部は無認可のままスタートした。ところが、文部大臣の認可は神学部の方が早く、一九〇八年九月四日、専門学校令により「私立関西学院神学校」となった。ベーツの赴任も神学校教授としてであった。一九一二年、専門学校令により高等 部（文科・商科）が新たに開設されると、 「私立関西学院神学校」 、 「私立関西学院」の神学部になった。また、普通学部（普通科）が文部大臣の認可を受け、中 と改称されたの 一九一五年二月一二日であるが、その数年前から宣教師は
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普通学部のことを
''A
cadem
ic School （
or D
epartm
ent ）'' ではなく
''M
iddle School'' と表記するよう
になっていた。ベーツも本稿で
''M
iddle School'' のみ使っている。
  
（
14）一八九三年に着工し、一八九四年に献堂式が行われた本館は、当初二階建てだった。三階部分が増
築されたのは一九〇八年である。
（
15）一九〇四年に献堂式が行われたブランチ・メモリアル・チャペル。関西学院の旧校地原田の森にあっ
た建物で現存する唯一のも 現在は神戸文学館として使われている。
（
16）西門が原田の森の正門だった。この門は上ケ原に移築され、大学院一号館前に設置されている。
（
17）
Sam
uel E
ugene H
ager （
1869-1950 ） 。アメリカ南メソヂスト監督教会宣教師。一九〇三年、 妻ジョー
ジアナ
G
eorgiana （
1867-1956 ）と共に来日。一九〇四年から四〇年まで関西学院で教え、一九〇七
年から一一年まで第七代普通学部長を務めた。それ 関西学院に っ 困難な時代で、一九一〇年には普通学部卒業生が皆無になっ （上級 校進学に必要な文部省の「指定」の効力が及ばない学年の在籍者全員が他校に移ったため） 。 こうし 状況の中、 ヘーガーは吉岡美国第二 院長と協力し、カナダ・メソヂスト教会との合同経営の話を積極的に進めた。二人は創立者Ｗ・Ｒ・ランバスの母校ヴァンダビルト大学で共に学んだ仲間であった（
Sam
 H
. F
rank, ''Sam
uel E
. H
ager, A
m
erican 
M
issionary in Japan: A
 B
iography, ''A
 thesis for the degree of M
aster of A
rts, F
lorida State 
U
niversity, p. 83 &
 pp. 86-91 ） 。なお、人力車で通勤していたヘーガーの住所は
 ''2 of 145 Shichom
e, 
K
itano C
ho, K
obe'' （ 『基督教年鑑』 〈復刻版〉①大正五年版、日本図書センター、一九九四年、
四一八頁） 。住居はポートアイランド（神戸市中央区）の北公園に移築され、 「み と異人館」と呼ばれている。
（
18）長谷基一（一八五五―一九二七） 。原田の森の土地取得に際し、吉岡美国らと共に土地所有権者の
一人となった。普通学部・中学部で化学を教えた。
（
19） アメリカ南メソヂスト監督教会日本宣教部は、その第二回 会 二日目（一八八八年九月一日）
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のセッションで、神戸に男子校、神戸と広島に女子校を設置することを決議した（
M
inutes of the 
Annual M
eeting of the Japan M
ission of the M
ethodist Episcopal C
hurch, South, Second Session, A
ug. 31-
Sept. 4, 1888, p. 2 ） 。神戸の男子校が関西学院、広島の女子校が広島女学院である。ただし、広島女
学院はそのはじまりを一八八六年 アメリカから帰国した砂本貞吉が創設した「広島女学会」としている（ 『広島女学院百年史』 、一九九一年、二―八頁） 。
（
20）松本卓夫（一八八八―一九八六） 。一九一二年、関西学院神学校卒業。
（
21）松下積雄（一八九〇―一九六三） 。一九 二年、関西学院神学校卒業。のちに礼拝主事、神学部教
授を務めた。一九四四年、広島女学院専門学校教授に就任し、四九年から広島女学院大学英文学部長を務めた。
（
22）原田の森の神学館は関西学院における初のヴォーリズ建築。アメリカの南メソヂスト監督教会が
創立した関西学院の経営にカナダのメソヂスト教会が参画して以来 双方より三名ずつの宣教師が出席する建築委員会（
T
he B
uilding C
om
m
ittee of K
w
ansei G
akuin ）が組織され、一九一一年四月
一九日に最初の会合が持 れた。同委員会 下に設けられた建築実行委員会の第二回会合で、神学館と宣教師館建築に必要な専門家のアドバイスを建築家Ｗ・Ｍ・ヴォーリズに求めることが承認された（
M
inutes of Second m
eeting of the E
xecutive C
om
m
ittee, M
ay 20, 1911 ） 。ベーツも両委員会
の一員だった。アメリカ側の マシュースは、広範囲にわた 、骨の折れるこの仕事に週 日とられると書いている（
W
. K
. M
atthew
s, ''Japan. W
ork in K
obe,'' The M
issionary Voice, V
ol. 2, B
oard 
of M
issions, M
ethodist E
piscopal C
hurch, South, O
ctober 1912, p. 621 ） 。
（
23）本多庸一（一八四八―一九一二 。日本メソヂスト教会初代監督。
（
24）江原素六（ 八四二―一九二二） 。関西学院がカナダ・メソヂスト教会との合同経営に入った際、
第三代院長に選出されたが、断った。
（
25）福原鐐二郎は、一九一 年九月一日から一六年一〇月一三日まで文部次官を務めた（秦郁彦編『日
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本官僚制総合事典一八六八―二〇〇〇』 、二〇〇一年、一一八頁） 。
（
26）注２参照。
（
27）学生募集定員として公表されたのは、文科三〇名、商科甲部（中学校、指定校卒業者）四〇名、乙
部（甲種商業学校卒業者）二〇名であった。応募者は五〇名で、 四月 一日に口頭試問のみ実施し、文科三名、商科三六名を受け入れた（ 『関西学院百年史』通史編Ⅰ、三三八―三三九頁） 。商科の入学生を三九名とする資料もある（ 『関西学院高等商業学部二十年史』 一九三一年、 二九頁） 。しかし、当室に保管されている入 願書は三六名分である。なお、文科について、ベーツが四名と書いたのは、入学時は三名であったが、二学期に商科から文科に移った一名を加えたためであろう。文科の一期生としては四名と考えられる（ 『文学部回顧』 、一九三一年、七頁） 。
（
28）小寺敬一（一八九四―一九五一）は、一九二〇年より高等学部教授に就任し 戦後は短期大 商科
教授を務めた。白石英一郎（一八九一―？） 、 庭球部、 陸上競技部で活躍した 石本徳 （ 八九二―？）は、卒業後 関西学院職員となり、会計課主任として働いた。商科の最初の卒業生一二名は「 『学院の生死我に在り』と云ふ気概と自重の念をもつて常に終始された」と『高等商業学部二十年史』は伝えている（二九頁） 。
（
29）原野駿雄（一八九四―一九三二） 。一九 二年、高等学部文科入学後、神学部に転じ、一九一九年
に神学部を卒業した。文科 四人の内三人はすぐに退 したため、一九一五年に原野が一級下の田中貞、二級下の柳原正義と共に文科から神学 に移 時 文科生は皆無になった（残る一人は病気療養中） 。ベーツは原野を懸命に引き留めたが、 最後は「神様の声に従います」と言 て祈り、その後一切このことに触れず、 励まし続けた（一九七〇年八月二八日開催の「 職員修養会」で原野駿雄が語った言葉より） 。一 二七年、 部教授に就任し、神学部長、初代宗教総主事を務めた。
（
30）村上博輔（一八六五―一九二六） 。専門部文学部教授。吉岡美国および関西学院初期の教職員一般
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に見られるアメリカ一辺倒の風潮を痛烈に批判した。当『紀要』第七号（二〇〇一年）から二一号（二〇一五年）に『村上博輔日記抄』が翻刻されている（一一号を除く） 。
（
31）木村禎橘（一八八五―一九六九） 。高等学部商科開設時、商科出身（東京高等商業学校）の唯一
の教員だった。ベーツと相談し、高等学部のモットー
''M
astery for Service'' とウォッチワード
''C
haracter &
 E
fficiency'' を定めた。
（
32） 佐藤清 （一八八五― 九六〇） 。 詩人。 一九一三年から二三年まで高等学部文科で英文 を教えた。 （ 『佐
藤清全集Ⅱ（詩） 』 、詩声社、一九六三年、二六七―二七八頁、 『文学部回顧』 、一九三一年、五七―五八頁） 。
（
33）岸波常蔵（一八七六― 九五四） 。一九一五年より高等学部教授（ 「履歴書」 、 『母校通信』第一四号、
一九五五年五月、二六頁） 。後年、庶務主事としてベーツを支えた（辻学「 『奉仕のための練達』登場と時局的判断」 『学院史編纂室便り』第二七号、二〇〇八年 月六日、一―四頁） 。
（
34）石田祜六。一九一五年から一七年まで高等学部商科教授として商業学を担当した（ 「旧職員一覧表」『高等商業学部二十年史』附録一五頁） 。
（
35）
R
obert C
ornell A
rm
strong （
1876-1929 ） 。カナダ・メソヂスト教会宣教師。ベーツのあとを継ぎ、
第二代高等学部長を務めた。
''K
w
ansei G
akuin depends upon you!'' と学生に呼びかけ、自覚を促し
た。 四 院長選出の報をカナダで受け取ったベーツは、アームストロングが 長を続けること、高等学部の二学部分離後はアームストロングを文学部長とす ことをすぐさま伝道局に要望した（
L
etter of A
pril 30, 1920, from
 C
. J. L
. B
ates to Jam
es E
ndicott, U
nited C
hurch of C
anada 
A
rchives ） 。しかし、この願いは叶えられず、アームストロングはベーツの院長就任前に関西学院
を去った。
（
36）
H
arold F
rederick W
oodsw
orth （
1883-1939 ） 。カナダ・メソヂスト教会宣教師。一九一三年に関西
学院に着任し、高等学部文科で英文学を教えた。着任時、文科の学生は原野駿雄ただ一人だった
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（注
29参照） 。一九二〇年二月から高等学部長。高等学部が二学部（文学部と高等商業学部）に分離
した二一年、初代文学部長に就任した。兄Ｊ・Ｓ・ウッズウォース（
Jam
es Shaver W
oodsw
orth, 
1874-1942 ）は、 ヒトラー率いるドイツへの参戦を決めた一九三九年九月のグリーン・チェンバー（カ
ナダ下院議場）で ただ一人立ち上がり、いかなる戦争も悪であるとの信念を感動的な言葉で訴えたことで知られる政治家（ヒュー・Ｌ・キンリーサイド著、岩崎力訳『東京の空にカナダの旗を』 、サイマル出版会、一九八一年、二二三頁、
The C
anadian Encyclopedia: year 2000 edition, M
cC
lelland 
&
 Stew
art Inc., pp. 2538-2539 ） 。
（
37）ベーツ赴任前の一九〇六年に隣接松林五千坪を購入していたが、赴任直後の一〇年一一月、さらに
北東部の土地一万坪を購入 。原田の森の校地に関し、院長に就任したベーツは次のように指摘している。 「敷地二三エーカー〔約三万坪〕の関西学院は、今日の五％の価格でここから山裾までの土地を購入できたのに、そうしませんでした」 （
P
resident's R
eport, A
pril 18, 1922 ） 。
（
38）普通学部校舎の落成は一九一三年三月。
（
39）大隈重信（一八三八―一九二二）の講演は一九一三年一一月二六日に行われ 。
（
40）西川玉之助（一八六四―一九五四） 。普通学部教授。一九一二年一一月、普通学部長に就 。普通
学部から中学部への名称変更に伴い、初代中学部長となった。カナダ・メソヂスト教会が学校経営に参画した時のことを西川はこう書いている。 「加美・南美両派の隠然たる勢力争ひもあり、時には確執の衝突もあり、常に虚々実々の外交戦が演ぜられ、昔のやうな他人交ヘぬ和やかさは望むべくもなかつた。幸にベーツ博士の偉大なる政治力あつて、漸く平和が保 れ…」 （西川玉之助「古い時代の関西学院」 『関西学院六十年史』 、一九四九年 二〇五―二〇六頁） 。
（
41）永井柳太郎（一八八一―一九四四） 。同志社退学後、一八九九年に関西学院普通学部入学。その後
進学した東京専門学校（現・早稲田大学）で大隈重信の知遇を得た。関西学院が文部省に提出した普通学部から中学部への名称変更申請に対する回答がなかなか得られなかった時、永井 紹介によ
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りベーツが当時首相だった大隈邸を訪ね、文部大臣への取次ぎを依頼したところ、わずか数日で認可された（
C
hapel talk by C
. J. L
. B
ates, O
ct. 30, 1959. 抄訳は、Ｃ・Ｊ・Ｌ・ベーツ「創立七十周
年に寄せて」 『関西学院学報』 、一九五九年一二月二八日、一―三頁。ただし、 の部分は抄訳では省かれている） 。
（
42）久留島武彦（一八七四―一九六〇） 。児童文学者。草創期の普通学部で学び、毎週末、十字を描い
た小提灯を腰 挟み、三宮神社前で路傍伝道に立った。
（
43）山田耕筰（一八八六―一九六五） 。作曲家。普通学部在学中はグリークラブと野球部に参加した。
ドイツから帰国したのは一九一三年一二月（ 「略年譜」 、当山音楽財団附属図書館編『山田耕筰作品資料目録』 、一九八四年、
xvi頁） 。一九三三年、校歌「空の翼」作曲。一九五六年、文化勲章受章。
（
44）宗教部、学芸部、運動部、音楽社交会の四部からなる学生会が誕生したのは、高等学部開設から間
もない一九一二年六月二 日のことだっ その影には、学生に責任を持たせ 自治実践の場を作りたいと うベーツの強い思いがあった。そんなのは成功しない、日本の学校には馴染まないとの反対意見に対し、責任感を自覚させる最善の方法は、学生を信頼し、責任を与えることだとベーツは主張し、譲らなかった（
C
. J. L
. B
ates, ''T
he Students ’ U
nion through T
w
enty F
ive Y
ears,'' 『学
生会抄史』 一九三七年、一―二頁） 。
（
45）学生会発足時（一九一二年）には、音楽社交会 社交部音楽会等と表記されていた 、一九一七年
には社交部の中に「グリークラブ ストリングバンド」 、 一八年に 「グリークラブ、 ストリングオーケストラ、マンドリンクラブ、尺八倶楽部」の名が見られる（ 「学生会組織表」 『関西学院学生会抄史』 、一九三七年、 綴じ） 。
（
46）現在、関西学院全体のモットーとなっている
''M
astery for Service'' は、高等学部のモットーとし
て提唱されたもので 当初、
W
atch W
ords ''C
haracter &
 E
fficiency'' と共に用いられた。前者はベー
ツ、後者は木村の考案とされている（ 『高等商業学部 十年史』 、一三頁） 。
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（
47）中央会堂は、一八九〇年にカナダ・メソヂスト教会により創立された。ベーツの最初の任地。現在
の日本基督教団本郷中央教会。最初の任地に対する深い思いをベーツは次のように記している。 「私は中央会堂宣教師として過した六年の生活に対し神に感謝する。私は常に信じた、中央会堂は明日の日本、永遠不滅の日本の知識的指導者たるべき青年に福音を伝ふる比ひ無き意義と機会とに恵まれてゐる現場であると、若し可能であるなら、私は今でもその仕事に復帰し度く思ふ。然し、私の時代は過ぎた。私の機会は過去 ものとなつた」 （ 『中央会堂五十年史』 、一九四〇年、二―三頁） 。
（
48）神崎驥一（一八九四―一九五九） 。普通学部卒業。カリフォルニア大学に留学し、在米日本人会書
記長を務めた。吉岡美国第二代院長の女婿。一九二一年 高等学部が二学部に分離される際、アメリカから帰国し、高等商業学部長に就任。ベーツの後を継ぎ、第五代院長を務めた。
（
49）  田中貞 （一八九三―一九五八） 。普通学部と神学部を卒業。一九三八年に中学部長として迎えられた。
（
50）メソヂスト教会伝道師であったイギリス人ブース
W
illiam
 B
ooth （
1829-1912 ）によりロンドンに創
立された救世軍は、伝道と社会福祉事業を一元化したもので、日本には一八九五 伝わった（ 『日本キリスト教歴史事典』 、教文館、一九八八年、三七二―三七三頁）
（
51）ポーランド（現・リ アニア）人ピアニスト、ゴドフスキー（
L
eopold G
odow
sky, 1870-1938 ）が
一九二二年秋に来日予定であることが新聞報道され（
The Japan Tim
es, June 5, 1922 ） 、来日後は演
奏会の様子が各紙に紹介された。 関西学院出身の作曲家山田耕筰も、 演奏会の感想を語っている （ 『読売新聞』一九 二年一一月三日朝刊、七頁） 。当時の邦字新聞表記は「ゴドウスキー」 。生没年等の情報は『ニューグローヴ世界音楽大事典』第六巻 九四年、五四〇頁による ま 、カワロフに関しては、 しばらく関西 滞在してい ピアニスト、 ポール・カワロフ
(P
aul K
aw
aloff) がコンサー
トツアーのためアメリカに出発するとの新聞 事がある（
The Japan Tim
es, N
ov. 8, 1928, p. 3 ） 。神
戸外国人居留地研究会新春例会（二〇 七年一月二八日）にて 同 人物と思われるピアニストの演奏会パンフレット
''G
R
A
N
D
 R
E
C
IT
A
L
 given by P
rof. P
aul K
ow
alow
 under the A
uspices of the 
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O
saka M
usical A
ssociation and Supported by O
saka A
sahi Shinbun at the C
entral P
ublic H
all on 
Saturday 24th, A
pril 1926, at 7 p.m
.'' 「大正十五年四月廿四日（土曜）午後七時開舎大阪中之島
　
於中央公会堂
　
ぺ・カヴァリヨフ教授ピアノ独奏会
　
露国コツポ大使賛助
　
主催大阪音楽協会
　
後
援大阪朝日新聞社」 （学校法人甲南学園貴志康一記念室所蔵）が紹介された（木寺律子「阪神間モダニズムと白系ロシア人」 ） 。ただし、原田の森の中央講堂で開催されたと推測される両者の演奏会に関する資料は確認できていない。なお、ベーツはそれぞれ
G
odow
ski, K
ovaloff と綴っている。
（
52）
H
enry Pierce Jones （
1879-1959 ）
, W
illiam
 Jay M
ills C
ragg （
1873-1940 ）, M
elvin M
ansel W
hiting （
1885-
1955 ）, N
icholas Snethen O
gburn, Jr. （
1884-1983 ）, Joe J. M
ickle, Jr. （
1898-1965 ）, Sam
uel M
ilton H
ilburn
（
1898-1976 ）
. イタリックはアメリカ人宣教師。他の注で触れた人物については省いた。ご遺族の
お申し出により、中学部にはアグバン賞が設けられ、一九九三年以降毎年三～四名の卒業生に授与されている（池田裕子「お宝拝見！④優しかったアグバン先生とアグバン賞」 『学院史編纂室便り』第三五号、二〇一二年六月八日、八頁） 。
（
53）菊池七郎（一八七七―一九五八） 。高等学部教授、大学予科長。関西学院の上ケ原移転は、
一九二五年夏に菊池が旧友河鰭節から受けた助言がきっかけであっ 。
（
54）
H
ow
ard W
ilkinson O
uterbridge （
1886-1976 ） 。カナダ・メソヂスト教会宣教師。一九一二年に神学
部教授に就任。戦後、関西学院 戻 第七代院長を務めた。日本語が得意で、名刺に「外橋英一」〔H
. O
uterbridge
の漢字表記）と印刷していた（橋村寿「なつかしい憶い出」 『母校通信』第一七号、
一九五六年一〇月、一九頁） 。
（
55）河鰭節（一八八三―一九五四） 。大学昇格のための資金がないと菊池から聞かされた河鰭は、 「そん
な簡単な問題はありません。現在の敷地を高く売って 安価の郊外の地に移転するのです」と即答した。さらに、 「 の三万坪にも及ぶ広大な敷地を一まとめに、高価に買い取っ 呉れる人があると思うか」との問いには、 「あります。阪急社長小林一三氏です。阪神間 彼を措い 他にありま
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せん」と答え、宝塚沿線に適地があると告げた（菊池七郎「河鰭節氏を想ふ」 『菊に偲ぶ
　
故河鰭
節追憶』 、 〔一九五四年〕 、三二―三三頁） 。
（
56）小林一三（一八七三―一九五七） 。実業家。原田の森キャンパス売却と上ケ原校地購入に貢献し
た。ベーツの長男レヴァーは、小林を自宅に招いた父親が語った言葉を次のように記憶していた。「社長が私に安価で土地を売ってくださったら、毎日一万人の乗客を私は保証しましょう」 （
C
hapel 
talk by A
rm
and de M
estral, K
w
ansei G
akuin Junior H
igh School, A
pril 19, 2013 ） 。
（
57）西宮上ケ原キャンパスのシンボルとも言える時計台は、キャンパスの工事を請け負った竹中工務店
の寄付である。
（
58）出港時の模様をベーツは翌日の日記に記している。 「夕刻、私たちは最高 見送りを受けた。学校
中の教職員、学生・生徒が来ているようだった。中学部の吹奏楽部員は午後一時から七時までそこにいて、校歌や『神ともにいまし 』や『君が代』や『蛍の光』を演奏してくれた 素晴らしい演奏だった。…私は人混みの中を歩き、大勢の人と握手した。…それは感動的な見送りで、嬉しい出来事であ 」 。また、 戸出港を翌日に控えた最後の夜 妻と 食事 終えたベーツをマシュース夫妻が訪ねて来たことも日記に記されている。一九〇八年夏 軽井沢でマシュースから関西学院のことを初めて聞かされたベーツは、その三二年後、関西学院での最後の夜も 語らったことになる。それから三カ月 経たぬ内 マシュ スも日本を去った。
（
59）この部分は日本語（ローマ字）で書かれている。
（
60）聖句の翻訳にあたっては、新共同訳（一九八九年）を用いた。
（
61）  原文では、 冒頭の 「聖句」 は
K
ing Jam
es V
ersion （
K
JV
） 、 本文中は
R
evised Standard V
ersion （
R
SV
）
の聖書が使われている。つまり、朗読される聖句としてベーツは
K
JV
を使用したが、本文を書く
時は、当時最新だった
R
SV
を見ていたことになる。あえて
R
SV
に依拠したのは、神名を
 Jehovah 
と表記するのは正しくな いう 書学の結論を知ってい からとも考えられ 。ヘブライ語には
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子音文字しか存在しないため、神名
Y
H
W
H
を何と読むのかわからなくなっていたが（ 「神の名を
みだりに唱えてはいけない」という十戒を実践した結果） 、 近年では「ヤハウェ」ないし「ヤーウェ」（Y
ahw
eh ）と発音していただろうと考えられている（この項は、広島大学大学院総合科学研究科
の辻学教授にご教示いただいた） 。ベーツの原稿を読み、引用聖句の違いに気付いた教え子の脳裏には、版の異なる二冊の聖書を手にする、八〇歳を超えた恩師の姿が鮮やか 浮かんだことだろう。なお、翻訳にあたっては、両者を訳 分けず 現在の私たちにもっとも手近な新共同訳を使った。
（
62）本稿は一九五九年一〇月三〇日発行の『関西学院七十年史』に掲載されたが、その内容から執筆は
一九五七年一二月だったと推測される。したがって 「こ 一年」は一九五七年を指す。
（
63）ベーツは自身の病気のことを当時イギリスに住んでいた娘ルルに書き送っている。 「私はこの手
紙をベッドの上で書いています。ここ数週間、誰にも書くことができませんでした。ずっと具合が悪かったのです。昔患った膀胱炎が悪化したためです。…全ての約束をキャンセルしました」 （
A
erogram
m
e of M
ay 16, 1957, from
 C
. J. L
. B
ates to M
rs. C
laude de M
estral, C
ourtesy of 
A
rm
and de M
estral ） 。
（
64）カナダの戦没者追悼記念日（
R
em
em
brance D
ay ）は一一月一一日。第一次世界大戦を終結に導い
た停戦（一九一八年一一月一一日午前一一時）を記念し、 制定され （
The C
anadian Encyclopedia, p. 
2001 ） 。
（
65）一九三一年、イギリス本国と自治領との関係を規定したウェストミン ター憲章が決議された。こ
れにより、カナダを含む自治領は本国議会に対し 完全な自主的立法権を獲得 平凡社『大百科事典』第二巻、一九八四年、一七三頁） 。
（
66）当時、ロリニャル（
L
. O
rignal ）の人口は約千人で、その四分の三がフランス語を母語としていた
 
（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, pp. 17-18 ） 。オタワ川流域の大部分は、オンタリオ州とケベック州の境
界線に重なる。
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（
67）二〇一二年八月二七日に私がロリニャルを訪れた時、長老教会と聖公会の建物は残っていたが、既
に使われていなかった（池田裕子「ロリニャルから世界へ―カナダ東部におけるベーツ院長関係地訪問―」 『関西学院史紀要』第一九号、二〇一三年、一一六頁） 。
（
68）
O
. B
érubé. ベルベ神父時代、教会員は九百人であった（
C
. T
hom
as, H
istory of the C
ounties of 
Argenteuil, Q
ue., and Prescott, O
nt., from
 the Earliest Settlem
ent to the Present, John L
ovell &
 Son., 1896, p. 
520 ） 。村の住民の九割がカトリック信徒だったことになる。
（
69）マギル大学アーカイブズ所蔵の学生カードによると、ベーツの所属は教養学部で、在籍期間
は一八九四年から一八九七年までの三年間（最初の一年は
P
artial Student ）と一九〇一年から
一九〇二年までの一年間 （
P
artial Student ） であった。卒業はしていない （ 「ロリニャルから世界へ」 、
一二五― 六頁） 。
（
70）
John W
illiam
 D
aw
son （
1820-1899 ）. カナダ生まれで、世界的評価を受けた初の科学者。一八五五
年から九三年までマギル大学学長を務め、同大学を世界有数の一流大学に育てた（
The C
anadian 
Encyclopedia, p. 637 ） 。
（
71）聖書批評学に関し、 関西学院ではＪ・Ｃ・Ｃ・ニュートンが一九〇六年に中国、 日本、 朝鮮の視察を行っ
たキャンドラー （
W
arren A
kin C
andler ） 監督から厳しい書簡 （一九〇九年七月一九日付） を受け取っ
ている。 「何人といえども、わが神の聖書の価値を落としている人にその学部での教育を任せてはいけない。私はヴァージニア・ブレズレンの君がやってくれたことを喜び、故に物心両面において貴君が必要とするすべてのものを供給してあげようと思う。貴君の手に特別に重要な意味におい南部日本の若 メソジズムの将来がかかっている」 （天川潤次郎「Ｊ・Ｃ・Ｃ・ニュートン博士の隠れた偉大な思想」 『キリスト教主義教育―キリスト教主義教育研究室年報』第七号 一九七九三月、 一二頁） 。このため、 一九〇二年 ら母校 学部で教えていた蘆田慶治は一九〇九年に辞職し、「いわゆる高等批評によって解釈する新神学の自由主義的立場を標榜する」同志社神学校に転じた
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（ 『関西学院事典』七―八頁） 。また、一九〇九年に助手をしていた西条寛雄はこう語っている。 「へブル語の文法と旧約を教えていました。そして
''T
he International C
ritical C
om
m
entary'' をうつし
たような講義をしたんですよ。そしたらニュートン部長が私を呼んで、 『あなたは旧約にＩＣＣをおつかいに るようだが、あれは信仰的でないからやめてください』と言われたんです」 （西条寛雄先生を囲む会『西条寛雄伝
　
祈りに生きた伝道者』 、一九七二年、七〇―七一頁） 。先の論文で天
川も指摘して るように、コカ・コーラ社創業者を兄に持ち、羽振りの良かったキャンドラー監督の言葉をニュートンは無視できなかったであろう。
（
72）アメリカ人伝道者ムーディ（
D
w
ight L
ym
an M
oody, 1837-1899 ）は、 一八七〇年以降、 サンキー（
Ira 
D
. Sankey ）を讃美歌の歌手として同伴し、アメリカやイギリス各地を巡回して伝道した（ 『日本キ
リスト教歴史大事典』 、一三八三頁） 。
（
73） 「世界の青年をキリストへ」を信条としたモット（
John R
. M
otto, 1865-1955 ）は、アメリカの学生
キリスト教運動の世界的指導者。 世界教会運動の先駆となったエディンバラ世界宣教会議 （一九一〇年）を組織し、委員長を務めた（この会議 は、関西学院を創立したＷ・Ｒ・ ンバスや初代神学部長Ｊ・Ｃ・Ｃ・ニュートンも参加している） 。一八九六年の初来日以降、日本訪問は一〇回を数える。一九四六年、ノーベル平和賞受賞（ 『日本キリスト教歴史大事典』 、一四〇二頁） 。初来日の折り、関西学院で講演 ている（ 『関西学院四十年史』 一九二九年、四七頁）が、ベーツ赴任後の一九一三年春にも来院し アメリカ南メソヂスト監督教会とカナダ・メソヂスト教会の合同経営により可能になった予算案と拡張計画に深い関心を示 た（
J. C
. C
. N
ew
ton, ''T
he K
w
ansei G
akuin 
in 1913,'' The M
issionary Voice, V
ol. 4, Jan. 1914, p. 43 ） 。ベーツのことを「見るからに他人に快感を
与ふる学徒で、また『指導者の風格』を具え、その風格ドコとなく青年の世界的指導者ジョン・アール・モットに酷似する趣がある」と紹介 た書もある（ 『中央会堂五十年史』 一〇八頁）
（
74）
R
obert E
. Speer （
1867-1947 ）
. アメリカ長老教会海外伝道局主事。宣教師のリクルートに力を発揮
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した。また、世界各地で伝道活動に従事する宣教師を訪ねて回った（
The N
ational C
yclopaedia of 
Am
erican Biograph being the H
istory of the U
nited States, vol. 36, U
niversity M
icrofilm
, 1967, pp. 267-
268 ） 。
（
75）
F
red C
. Stephenson. トロント年会所属（
G
eorge H
. C
ornish, C
yclopaedia M
ethodism
 in C
anada, V
ol. 
II, 1881-1903, p. 278 ） 。ベーツが宣教師として献身するきっかけを与えた。カナダ合同教会アーカイ
ブズ所蔵資料から、 ベーツがスティーブンソンに日本の様子を度々知らせ いた様子がうかがえる。
（
76）ブラインドリバー近郊でウランが発見されたのは一九五三年（
The C
anadian Encyclopedia, p. 757 ） 。
（
77）
C
haplain C
artw
right.
（
78）学院史編纂室所蔵の「履歴書」によると、ベーツは一九〇一年六月一〇日にクィーンズ大学を卒業
し、
M
.A
. を取得した（七月卒業と書かれた「履歴書」もある） 。ベーツの葬儀のために準備された
と考えられる原稿によると、 専攻は哲学で、 金メダルを授与された（
L
. S. A
lbright, ''T
he R
ev. C
. J. L
. 
B
ates, M
. A
., D
. D
., L
l. D
.,'' D
ec. 27, 1963, U
nited C
hurch of C
anada ） 。ベーツに関し、クィーンズ大
学がどのような資料を所蔵しているかは未調査である。
（
79）
G
eorge M
onro G
rant （
1835-1902 ）. ノヴァスコシア州出身。グラスゴー大学で学んだ。一八七七
年から一九〇二年までクィーンズ大学学長。同大学史上もっとも重要な学長と言わ ている。死後、その名を冠して開館したグラ トホールは大学のシンボルになっている。 （
Q
ueen's online 
encyclopedia, F
eb. 6, 2017 ） 。
（
80）  John W
atson （
1847-1939 ）. グラスゴーで生まれ、 グラスゴー大学で神学を学んだ。 一八七二年、 クィー
ンズ大学に赴任し、五二年間、哲学科のトップを務めた ワトソンの就任以前 哲学はクィー ズ大学で最も人気のない学問だった（
Q
ueen's online encyclopedia, F
eb. 6, 2017 ） 。
（
81）二〇一二年夏にモントリオールを訪問した際、この教会は残っていないとアルマン・デメストラル
さん（ベーツご令孫、注
121参照）よりご教示いただいた（ 「ロリニャルから世界へ」 、一三六頁） 。
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（
82）
Sam
uel P
eter R
ose. トロント年会所属（
C
yclopaedia M
ethodism
 in C
anada, V
ol. II, 1881-1903, pp. 
257-258 ） 。
（
83） 『讃美歌
21』 、二九七番。
（
84）
A
rnold Joseph T
oynbee （
1889-1975 ）. イギリスの歴史学者、文明批評家。全人類史を二一の文明
の興亡盛衰の過程として把握した主著『歴史の研究』全一二巻（一九三四―一九六一）で注目を集め、独自の文明評論活動を展開した（ 二〇世紀西洋人名事典一、ア～ノ』 、日本アソシエーツ、一九九五年、一〇五一―一〇五一頁） 。
（
85）
W
esleyan T
heological C
ollege. 一八六六年創立。一九四五年、マギル大学に売却された（
M
orris 
W
ilson H
all, M
cG
ill U
niversity w
ebsite, F
eb. 6, 2017 ） 。校舎は既に取り壊されている（ 「ロリニャル
から世界へ」 、一二七頁） 。
（
86）一九〇〇年五月二八日、義和団が北京の隣の豊台駅を襲撃し、北京列国公使団は護衛部隊の派遣要
請を決議した。 翌年 月七日 一一カ国代表と李鴻章の間で義和団事件最終議定書が調印された （ 『近代日本総合年表』第四版、岩波書店、二〇〇一年、一六三頁、一六九頁） 。
（
87） 「イザヤ書」六章八節。
（
88） 「一八九四年オープン」と銘板にあった。このホールは今も現役で、二〇一二年夏に私が訪問した
時は閉まっていたが、夜はジャズコンサート等が行われていた（ 「ロリニャルから世界へ」 、 四四頁） 。
（
89） 「イザヤ書」六章八節。
（
90） 『讃美歌
21』 、五三五番。
（
91）一九〇二年にカナダ・メソヂスト教会から中国に派遣された宣教師は五名いたが、日本にはベーツ
ただ一人だった（
G
eorge H
. Cornish, C
yclopeadia M
ethodism
 in C
anada, V
ol. II, 1881-1903, p. 362 ） 。
（
92） 「若い女性」とはハティ（
H
arriet E
dna P
hilp [H
attie], 1876-1962 ）である。二人の最初の出会い
68
は一八八九年六月で（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, p.19 ） 、のちにヴァンクリーク・ヒル（
V
ankleek 
H
ill ）にある同じ高校で学んだ（
L
etter of N
ov. 13, 1956, from
 C
. J. L
. B
ates to A
rm
and de M
estral. 
C
ourtesy of A
rm
and de M
estral ） 。二〇一二年夏に私が同地を訪ねた時、この高校は既になかった
（ 「ロリニャルから世界へ」 、一二一頁） 。
（
93） ウィリアム・フィルプ （
W
illiam
 P
hilp ） 。カナダ・メソヂスト教会モントリオール年会牧師 （
N
ew
com
ers 
in a N
ew
 Land, pp. 19-20 ） 、ベーツの故郷ロリニャルのメソヂスト教会は、一八七九年の巡回区再編
に伴い、ヴァンクリーク・ヒル巡回区に入った。のちにベーツの妻となったハティの父ウィリアムは、一八八九年から九一年までヴァンクリーク・ヒル メソヂスト教会牧師を務めていた（
H
istory 
of the C
ounties of Argenteuil, Q
ue., and Prescott, O
nt., from
 the Earliest Settlem
ent to the Present, p. 517 ） 。
ベーツと結婚して日本に行くという娘の決心を聞かされ ウィリアムは、ベッドに倒れ込み、三日間起き上がれなかった（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, p. 29 ） 。
（
94）ベーツは「プレスビティリアン大学のパトリック学長」 （
P
rincipal P
atrick of the P
resbyterian 
C
ollege ）と書いているが、ウィニペグにあるマニトバ大学（
M
anitoba C
ollege ）学長を一九〇〇
年から一一年まで務めたウィリアム・パトリック（
W
illiam
 P
atrick, 1852-1911 ）を指すと思われる
（生没年等は
M
anitoba H
istorical Society w
ebsite, F
eb. 6, 2017
より） 。スコットランド出身のパト
リックは、 一九〇二年にウィニペグで開催されたメソヂスト教会総会に長老教会を代表して参加し、教会合同の動きに大きな影響を与えた（
A
. D
onald M
acL
eod, ''E
dinburgh 1910 and C
hurch U
nion 
1925: T
he E
cum
enical M
issionary Im
pulse in C
anadian P
resbyterianism
,'' a paper presented to the 
C
anadian Society of P
resbyterian H
istory, Sept. 25, 2010 ） 。
（
95）カナダ合同教会は、一九二五年に組合教会、メソヂスト教会、長老派諸教会の約半数が参加して成
立した。一九六八年には福音合同ブレズレン・カナダ協議会も加わった。カナダ最大のプロテスタント教派である（ 『世界キリスト教百科事典』 、教文館、一 八六年、三〇六頁） 。
69
ベーツ資料の翻訳
（
96）日本では、一九二〇年代から日本基督教連盟による諸派の教会合同運動が起こったが、一進一退で
あった。一九四一年六月、三〇余りのプロテスタントの教派が合流して日本基督教団が成立した。その背景には、宗教団体法公布、救世軍取調べがあり、外国ミッションから独立し、国家の保護を期待するねらいがあった （ 『日本キリスト教歴史事典』 、 文館、 一九八八年、 一〇四四―一〇四五頁） 。
（
97） 「コリント信徒への手紙 」四章七節。
（
98）平岩恒保（一八五六―一九三三） 。日本メソヂスト教会第二代監督。一九一一年、関西学院院長に
選出されたが、 日本メソヂスト 会初代監督本多庸一の死去に伴い 第二代監督に就任したため、 「幻の院長」となった。
（
99）一八八九年の日本年会創立以来、一八九八年まで宣教師のＤ・マクドナルド（
D
avidson M
acD
onald ）
が年会長を務めた。
（
100） 『讃美歌』三 三版、四〇七番。
（
101）カナダのメソヂスト教会（当時はウェスレアン・メソヂスト教会）は一八七一年に日本伝道を決め、
二年後にＧ・
 コクラン（
G
eorge C
ochran ）とＤ・マクドナルドを派遣した（ 『日本キリスト教歴史
大事典』 、三一四頁） 。ベーツ来日時、コクラン 既にカナダに帰国していた。
（
102）賀川豊彦（一八八八― 九六〇 。キリスト教社会運動家、伝道者 戦前、戦後を通じ、関西学院
の求めに応じてキリスト教の講話をしばしば行い、一九五五年から五八年まで理事を務めた。ベーツが賀川のことを紹介した記事
 ''T
he M
ost C
hallenging P
ersonality I have know
n'' が英字新聞に掲
載されている（
The M
ainichi D
aily N
ew
s, Jan, 1, 1961 &
 Jan. 3, 1961 ） 。
（
103）日英同盟締結は一九〇二年 月三〇日（ 『近代日本総合年表』第四版、岩波書店、二〇〇一年、
一七〇頁） 。
（
104）ベーツの記憶通り、東京に電車が走り始めたのは一九〇三年八月二二日であった。 「東京電車鉄道
新橋、品川間の変更工事は、前号の紙上に記せしごとくそれぞれその筋の検査を経て、昨日午前
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五時三十分、いよいよ電車の運転を開始せり。東京に於ける電車の運転は、これを以って嚆矢となすこと故…」 （ 「新橋、品川間開通」 〔明治三六年八月二三日
 時事〕 、 『明治ニュース事典』第七巻〕 、
一九八六年、三八七頁） 。
（
105）日露戦争は一九〇四―〇五年。第一次世界大戦は一九一四―一八年。大戦中の一九一七年から翌年
にかけ、ベーツは二度目の休暇を取得し、オタワで過ごした（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, p. 30 ） 。初
めての休暇帰国に関しては注
109参照。
（
106）一九四〇年一〇月、ベーツは東京で宣教師仲間とカナダへの帰国について長時間話し合っている。
カナダ公使からは 女性と子どもに対する引き揚げ勧告が出されていた 「帰国したくないが勧告に従わないわけ もいかない」 一〇月一四日付日記に記した。一二月になると、学校の行政機関および財政に関し 、外国との関係を断つことが関西学院の理事会で正式に決議された（ 『理事会記録』決議録（秋季定期理事会）一九四〇年一二月二日） 。
（
107）ベーツは一九〇二年八月に来日し、一年間日本語訓練を受け、東京の中央会堂に派遣された（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, p. 29 ） 。日本メソヂスト教会の年会記録を調べると、中央会堂にベーツ
の名が見られるのは第十七回（一九〇五年五月）までで、第十八回（一九〇六年五月） 、第十九回（一九〇七年五月） 、第一回東部年会（一九〇八年四月） 、第二回東部年会（一九〇九年三月）においては、山梨部にその名がある。
（
108） 「日曜朝には、さきにＤ・ノーマンが担当していた英語のバイブル・クラスがベーツに引き継が
れ、高等師範学校や東京外国語学校の生徒など一〇〇人以上を集め いた」 （ 『真理は自由を得させる―本郷中央教会百年史―』 、一九九〇年、四四頁） 。ベーツの前任Ｄ・ノーマン（
D
aniel A
urora 
N
orm
an,  1864-1941 ）は、一八九七年に来日し、三〇年以上にわたり、長野地方の地域伝道者と
して働いた。中央会堂にいたのは一八九九年から一九〇二年まで。日本生まれの長男
W
. H
. H
. 
N
orm
an （
1904-1987 ）も、一九三二年に宣教師として来日し、戦後関西学院で教えた。次男
E
. H
. 
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N
orm
an （
1909-57 ）は、歴史家、外交官として知られる。 「ベーツ先生はバイブル・クラスで大い
に成果を上げた。他の宣教師たちと友好的に競い合いながら、多くの学生を集めた。三五年前、彼のクラスで学んだ青年の内の何人かは今日、中央会堂で指導者として働いている。その他の者は外交やビジネスの世界で傑出した地位を占めている」 （ 『中央会堂五十年史』 、 一九四〇年、 英文二七頁） 。
（
109）当時、宣教師には七年毎に一年の休暇が与えられていた。ベーツは最初の休暇帰国の際、シベリア
鉄道経由でロンドンに渡り、メソヂスト運動の祖ジョン・ウェスレーの故郷を訪問し からカナダに帰った（
N
ew
com
ers in a N
ew
 Land, pp. 29-30 ） 。
（
110）一九五七年 関西学院大学には神学部、文学部、法学部、経済学部、商学部があった。
（
111）関西学院に限ると、原稿執筆時（一九五七年） 、教え子の原野駿雄が神学部長、河辺満甕（一八九七
―一九七〇）が高等部長を務めていた。一九四〇年 帰国に際し、ベーツが
''K
eep this holy fire 
burning'' の言葉を託した教え子はこの二人と寿岳文章（一九〇〇―一九九二）であった（河辺満
甕「恩師ベーツ先生のことども―学院教育 ふれつつ―」 『学院 語る』 関西学院宗教活動委員会、一九六五年、 一一頁） 。 戦後、 文 部 授を務めていた寿岳は一九五二年に辞職し、 甲南大学に移った。
（
112）一九二七年五月二六日開催の理事会で、重病を理由にベーツの六カ月間の休暇が承認された（
M
inutes 
of the M
eeting of the Board of D
irectors ） 。ベーツは、不安な胸中をアトランタ在住のＪ・Ｃ・Ｃ・
 ニュー
トン前院長に書き送っている。 「病の め 仕事から追放されるとは何 ることでしょう。これま 、自分の健康は完璧だといつも思っていました。しかし、今やその自信はへし折られまし 。私は重度の貧血であることがわかったのです。そ 他は全く問題な と言うのに」 （
L
etter of M
ay 28, 
1927, from
 C
. J. L
. B
ates to J. C
. C
. N
ew
ton, N
ew
ton C
ollection, D
uke U
niversity ） 。
（
113）ベーツは、トロント到着時一 〇万しかなかった赤血球が一週間前には
5,234,750
まで増加したと、
病気快復を知らせる喜びの手紙をニュートンに書 ている（
L
etter of A
ugust 27, 1927, from
 C
. J. L
. 
B
ates to J. C
. C
. N
ew
ton, N
ew
ton C
ollection, D
uke U
niversity ） 。
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（
114）母娘の詳細は不明だが、 母親の方は、 中央会堂内で暮らし、 済生学舎で学んでいた野口英世（一八七六
―一九二八）が左手の手術をした時、その母親代わりとなって看病したと伝えられる教会員小杉みのである可能性が考えられる（ 『中央会堂五十年史』 、一九四〇年、八七―八八頁。奥村鶴吉『野口英世』岩波書店、一九四四年、一六八頁） 。
（
115）この言葉は日本語（ローマ字）で書かれている。
（
116）長男レヴァー アメリカ聖公会牧師（
N
ew
com
ers in a N
ew
land, p. 35) 、次男ジョン（
C
ornelius John 
L
ighthall ）はアメリカ長老教会牧師（
Ibid., p. 40 ） 、三男ロバート（
R
obert P
hilip ）はカナダ合同教
会牧師（
Ibid., p. 42 ） 、長女ルルはカナダ合同教会牧師クロード・デメストラル（
C
laud de M
estral ）
の妻となった（
Ibid., pp. 36-37 ） 。
（
117）カナダに帰国後、ベーツはモントリオールに住む娘の元に身を寄せていたが、一九四一年九月 ト
ロントに家を見つけ、 移った（
B
ates D
iaries, Sept. 20, 1941 ） 。一九四三年、 サスカチュワン州レジャ
イナ（
R
egina ）にあるノックス・メトロポリタン教会（
K
nox-M
etropolitan U
nited C
hurch ）の牧
師に就任。一九四六年に引退し、トロントに戻った（
M
ontreal-O
ttaw
a C
onference M
inutes, 1964, p. 
17, U
nited C
hurch of C
anada. L
. S. A
lbright, ''T
he R
ev. C
. J. L
. B
ates, M
. A
., D
. D
., L
l. D
.,'' D
ec. 27, 
1963, U
nited C
hurch of C
anada ） 。
（
118）ベーツはトロントの自宅近く あるロイヤルヨークロード教会（
R
oyal Y
ork R
oad U
nited C
hurch ）
に、その創立（一九四三年）当初から関わり、説教や礼拝を行い 牧師を支えた。一九五〇年には教会内にシニア・クラブを設けて活動した。一九五七年七月、 同教会名誉牧師。日本で親交が深かった河辺や松本や賀川も教会を訪れた。ベーツの葬儀もここで執り行われた（
B
ernard E
nnals, ''T
he 
C
ontribution of D
r. C
. J. L
. B
ates to R
oyal Y
ork R
oad U
nited C
hurch, T
oronto,'' U
nited C
hurch of 
C
anada ） 。葬儀を担当したエナルズ牧師のご子息ピーター・エナルズさん（
P
eter E
nnals ）は、マ
ウント・アリソン大学教授となり、 八六―八七年 一九九 年に客員教授として関西学院で
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教えた（ 『年次報告』一九八六年度、一二〇頁、一九九一年度、四五七頁） 。なお、この教会には一九四一年にＨ・Ｗ・アウターブリッヂによって持ち帰られたベーツの小胸像（教え子による寄贈）が一九八七年まで置かれていた。現在、その胸像は曾孫のスコット・ベーツ（
Scott B
ates ）さんが
お持ちである（池田裕子「カナダ訪問記―Ｃ・Ｊ・Ｌ・ベーツ第四第院長関係資料調査の旅―」 『関西学院史紀要』第六号、二〇〇〇年、 五四 一五八頁、一八五頁） 。私が同教会を二〇一二年に訪問した時、ベーツのことを覚えている教会員に偶然お会いすることができた（ 「ロリニャルから世界へ」 、一四二頁） 。
（
119） 中村巳喜人 （一九一七―二〇一三） 。 一九三七年、 東京のカトリック三河島教会にて受洗。 一九四一年、東京商科大学（現・ 橋大学 卒業。関西学院大学経済学部赴任時（一九五四年 、 「あなたはカトリックだから、 校でキリスト教の話はしないでください」とＨ・Ｗ・アウターブリッヂ第七代院長に英語で釘を刺されたと語っておられた。個人研究室には聖母マリア 絵が飾られ ルルドの聖水が置かれていたのを記憶 ている。
　　
（
120）
Judith M
ay N
ew
ton （
1939-2011 ）. ニュートン先生在職中、英語やキリスト教や聖書に関する疑問が
生じる度にご自宅（宣教師館）を訪ね、教えていただいた。また、私の書く英文も全てチェ していただいた。もっとも忘れられない想い出は、二〇 二 九月、高山国際村（宮城県） お持ちのコテージに泊めていただいたことである。波の音を聞きながら眠り 朝は英語で聖書を読まされた。ここには、ベーツ つ コテージを所有しており、毎夏、家族で滞在して た（詳細は「ベーツ第四代院長の手紙と写真と油彩画～高山国際村（宮城県） の調査～」 史編纂室便り』第一六号、二〇〇二年一一月二〇日、二―六頁） 。
（
121）
A
rm
and de M
estral. ベーツの長女ルルの長男。マギル大学名誉教授。専門は国際法。法学部客員
教授として何度か関西学院で教え ほか 東京大学、 神戸大 西南学院大学等から招聘を受け来日。二〇〇一年、関西学院大学より名誉博士号授与（第
二九号
） 。学位記は、ベーツの教え子、今田恵
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第六代院長のご子息今田寛学長の手から授与された。その第一号であった祖父ベーツは、国外の大学から授与されたのはカナダ合同教会の中で自分一人であることを大変光栄に思っていた（
L
etter 
of June 15, 1963, from
 C
. J. L
. B
ates to P
resident T
akashi K
om
iya ） 。
（
122）
C
am
illa B
lakeley. カミラは一九九一年から翌年にかけ客員教授を務めたロナルド・ジェンキン
ズ（
R
onald Jenkins ）夫人として来日した（ 『年次報告』一九九一年度、四五七頁、一九九二年度、
四六〇頁） 。私の書く拙い英文を編集のプロの目でチェックし、的確なアドバイスをくれる、頼もしい友人である
